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三13回・宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　　　事　　　次　　　第

2場’

3．　議　　題

　；・，

」資瑚，

委手3一み；　

’1ピ団1，

委玲二2三

時　昭和57年10月27日（水）　，

　　　午後2時～’2時30分

　　　宇宙開発委員会会議室

　　　宇宙分野における第2回日米常翠幹部．

　　　連絡会議てSSLG）の開催にっし・て

第12回宇宙開発委員会（定例会議）

議事要旨（案）

宇宙分野における第2回日米常設幹部

連絡会議（SS：LG・）の開催について

（案）

♂
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委13一・1考
第12回　宇宙開発委員会（定例会議）

　　議　事・要　旨　（案）

昭和57年10月6日（水）

午後2時～2時10分

宇宙開発委員会会議室

昭和57年度8～9月期における入工衛星及び人

工衛星打上げ用ロケットの打上げ結果の評価に関

する審i議にういて

第11回宇宙開発委員会（定例会議）’議事要旨（案）

昭和57年度8～9月期における人工衛星及び人

工衛星打上げ用ロケットの打上げ結果の評価に関

する審議について（案）

　宇宙開発委員会委員長代理

　　　　〃　　　委員

　　　　〃　　　　　　　　　〃

　　　　〃　　　　　　　　　〃

関係省庁職員等

　科学技術庁研究調整局長

　　　〃　　長官官房審議官

　運輸大臣官房審議官

’蓮輸省気象庁総務部長

夫
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識
藤
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吉
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井
大

加　藤　泰　丸

辻　　　栄　一

武　石　　　章

（代理：千田）

栗　山　昌’久

（代理：里見）

　郵政省電波監理局審謬官　　　　　　　　　　高　橋　幸’男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（代理：木原）

　’宇宙開発事業団衛星設計第2グループ総括開発部員　　市　川　　　　洋

　　　　〃　　シズテム尉画部計画課　　　　　向　井　　　正

事務局　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　　　’吉　村　晴　光．

　　　　〃　　　！〃　　宇宙国際課長　　　　　中津川　英’雄

　　　　〃　．　　〃　　宇宙開発課長　　　　　吉　野　隆　治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他　●

6．議　　事

　（1）　前回議事要旨の確認

　　　第11回宇宙開罪委員会（定例会議）議事要旨案（資料委12

　　一・1）が確認された。

（2）昭和57年度8～9月期における人工衛星及び人工衛星打上

　　　げ用ロケッ下の打上げ結果の評価に関する審議について

　　　事務局より・、資料委12－2に基づき説明が行われたのち、

　　第四部会への審議付託が原案どおり決定された。



4 宇宙分野における第2回日米常設幹部連絡会議・

（SSLG）の開催について．（案）・

　　　　　　　　　　　　　昭和57年10月27日

　　　　　　　　　　　　　宇宙開発委員会

　宇宙分野における日米間の協力について、協力プロジェ

クトの促醗図るとともに誇後噺たな協力につい㎝て意

見交換するため・標記会議を下記のとおり開催する。
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昭和57年1些月15日（月）

NASA本部（ワシントン）

宇宙開発委員会委員

科学技術庁研究調整局長

　　〃　　研究調整局調整課課長補佐

文部省宇宙科学研究所教授

　〃．学術国際局研究機関課研究調整官

　〃　宇宙科学研究所教授

郵政省電波研究所所長．

宇宙開発事業団副理事長

　　　．〃．　　国際室長

　　　〃　　　スペースシャトル利用推進室

　　　　　　　調査役

1　　5’・’●一　さ　委i3－2
　　前　田　惟　裕　　宇宙開発事業団地球観測システら室副主任

　　　　　　　　　　　開発部員　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　石田寛人　在米大使館参事官
　（米　側）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　James　M．　BeggOS　　　　　NASA長官

　　Sa皿ueユW・Keユler　　　　　　“　宇宙科学応用局次長

　　．」effrey：n　R・sendhaユ’・．〃　　〃’次長鯉　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（科学担当）

　　工saaC　T・Gilユam　　　　　　〃　宇宙飛行局次長代理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．（政策担当）

　　Kenneth　S・Pedersen　　　　〃　国際部長　　．他
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

4．議　　題

（り宇宙開発計画ρ癩について

　（2）　日米協力プロジェクトの推進について

（3）宇宙基地門灯こづいてζ1．、∴∴二鵡

5．　その他

　　・・月9日’（火）．SSLG予備会合、・b日’（水）ケ

ネデイスペ「スセンタ’ ｮ臥・’ R（木）同セセター
　において第5回スペースシャトル打上げ見学及び12日

　（金）ジョンシジスペースセンター訪問を予定している。
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（参考1）経林

昭和53年9月．

●昭和53年12月●

　　　　～

昭和54年　6月

昭和54午●7月

昭和55年11月・

熊谷F宙開発委県会獺長（科郷断鷹）とう

㍗シ昌NAS脹官との会謙麹て・宇宙鋤の

昧助剛三三磁備されたb
3回の痩ﾆ会朝州催され・協力の可能性のある

1．7プロジエハ及び搬幹部辿絡餓（SSLG）

の設置が宇宙嗣発委員会及びNA－SAに対して勧告

さ病～㌶∫．1己1一・，．．．

金子宇宙開発委三会委員長（科学技術庁長官）とフ

●㍗シユNASA賄と嘲交換た劫・上記勧告．

　　　　　　　　　　　　　　　　’を実施に移すこと：か合意さ幻た。，

縮SSLd鱒脚燗催され齢，

’SSLG：Standing　Seni・r　Liais・n　Gτ・up

（参考2）　宇宙分野の白米協力プロジェクト

1　地殻プレート三三㊥研究

2　0PB職面・・　　　．し

3　　ハレ「灘星共同研究

4　　土星探査三面

5’ Xベuスラブでのテイ剛エンス
6　共同テザープロレェクト

7x線天文学ピ●
8海洋ダイデミジぞズ貼

9・州立惚難よる雲議の瀧

・10　　」穣雪解…性．　・　　　　　　　　　二・．．．

11蒸発錠の魂性・，　’・

12実験舳儲星デ」タ．の熱’

三3太糊嚇圃カジ遜”
14燗聯弾．・．．．∵・．．

15　台風による風と波あ研究・．

16 C冷帯物贈 ∴∴1．
17　MO’S－1データの受信　　．．．



■

（参考3）

基本的な対処方針

1．宇宙開発計画の概要について

　　我が国の宇宙開発計画について説明するとともに、米側から米国の宇

　宙開発計画について説明をうける。

2．日米協力プロジェクトの推進について’

　　　既存の17プロジェクトの活動状況及び成果について相互に確認する。

　　　新絹プロジェクトとして、米側から「南極三石の研究」（注1》について

　　提案された場合にほ、本テーマは、既に日米非エネルギー協定の下で米

　　側から提案され、協力実施の可能性について研究者レベルで検討を行っ

　　ていると聞いている旨発言する。また「人工衛星レー・ザー測距による測

　　地及び地球力学の研究」（注朗について、新規プロジェクトとして提案

　　する方向で対処することとする。

3．宇宙基地計画について

　　　宇宙基地計画特別部会の設置等、我が国における宇宙基地計画検討状

　　況について説明するとともに、米側から米国における同計画検討状況の

　　説明をうける。

’

（注1）「南極唄石の研究」について米側提案の概要

1．担当機関

　　（日本側）文部省国立極地研究所

　　（米側）　NASA

2．協力の概要

　　国立極地研究所が南極のやまと山脈から収築した数千個の覆二等を対

象として、同研究所とNASAジョンソンスペースセンター問で共同研

究を行う。

（注2）「人工衛星レーザー測距による測地及び地球力学の研究」について日本側

　　提案の概要

1．担当機関

　　（日本側）海上保安庁　　　　幽’　　．∴；0二

　　（米側）　NASA

2．協力の概要

　　NASAの衛星を使用して、人工衛星測距の共同観測等を実施し、日

本測地系の世界測地系への結合に資する。　また衛星レーザー測距観測

　データの解析技術、衛星レーザー測距装置等に関する情報交換を実施す

　る。　　　　　　　　　　・…


